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既存システムは大きな資産

既存システム

業務最適化
PGM

長年のデータ
DB



基幹連携とDX推進

DX

UI   

刷新

基幹

連携

新技術



Webサービス（REST API）

Webサービス

HTTP リクエスト
POST/GET

HTTP レスポンス
JSON

共通仕様
OSやプログラムを問わない



Webサービスの実行

既存システム SaaS（シングル・サインオン）

AI（チャット/音声/画像認識）

金融（決済/為替）

Webサービス



Webサービスの活用例

シングル・サインオン リアルタイムの情報取得

コミュニケーション・ツールの連携



LANSAでWebサービス実行 コンポーネント

LANSA テクニカル リファレンスガイド

機能 コンポーネント

URL エンコード XPRIM_UriBuilder

HTTP メソッド XPRIM_HttpRequest

JSON パーサー XPRIM_RandomAccessJsonReader

バイナリー処理 XPRIM_BINARY

ハッシュ計算 XPRIM_Crypto_Hash

・・・

https://docs.lansa.com/15/ja/lansa015/index.htm#lansa/l4wtgu10_0095.htm


LANSAでWebサービス実行 概要

Webサービス

HTTP リクエスト
POST/GET

HTTP レスポンス
JSON

既存システム



LANSAでWebサービス実行 POST実行

実行

* WebサービスのURLを作成
Define_Com Class(#XPRIM_UriBuilder) Name(#UrlBuilder)
#UrlBuilder.SetScheme('https‘)
#UrlBuilder.SetHost('ホスト名‘)
#UrlBuilder.SetPath('パス‘)

* キーと値を設定
Define_Com Class(#XPRIM_HttpRequest) Name(#Request)
#Request.Content.AddUrlEncodedFormValue Name('キー') Value('値‘)

* 実行
#Request.DoPost Url(#UrlBuilder)



LANSAでWebサービス実行 JSON取得

取得

* JSONを読むコンポーネントを定義

Define_Com Class(#XPRIM_RandomAccessJsonReader) Name(#Reader)

* 絶対パスで取得

#VALUE1 := #Reader.ReadStringWithPath("twilio_services/accountSid")

* 相対パスで取得

#Reader.BeginObjectWithPath("twilio_services")

#VALUE1 := #Reader.ReadStringWithPath("accountSid")



LANSAでWebサービス実行 サンプル

Webサービス

機能 Webサービス

シングルサインオン OAuth2

スパム/ボット対策 Google reCAPTCHA

地図/位置情報 Google Geocoding

翻訳 Google Translate

クラウドストレージ AWS S3

ショートメッセージ Twillio

決済 PayPal

メール SendGrid

気象 OpenWeatherMap

・・・

https://docs.lansa.com/15/ja/lansa018/index.htm


既存システムのWebサービス化

既存システム

他システム

他システム

他システム

Webサービス



LANSAでWebサービス作成 サーバーモジュール



LANSAでWebサービス作成 概要

既存システム
他システム

Webサービス

HTTP リクエスト
POST/GET

HTTP レスポンス
JSON



LANSAでWebサービス作成 URLとプログラム

URL
Webサービス他システム



⚫パス
• 実行URL

• http://サーバー名:ポート/パス名/{パラメーター名}

• 例: LJREST/{EMPNO}

⚫パラメーター
• 実行URLに指定するパラメーター名

• 例: EMPNO

⚫スキーマオブジェクト
• パラメーターの属性 (タイプ、長さ)

• 例: Type String

LANSAでWebサービス作成 API定義 1



⚫オペレーション
• 動詞

• 実行方法 (HTTPメソッド等)

• サーバールーチン
• 実行するサーバールーチン名

⚫応答
• 状態コード

• 例: 200

• メディア タイプ
• 例: application/json

LANSAでWebサービス作成 API定義 2



* Webサービス用の設定値を指定

Srvroutine Name(GetEmployee) Response(*HTTP #context)

* パラメーターEMPNOの値を#EMPNOにセット

#context.Request.PathParameters.TryGetString( "EMPNO", #EMPNO )

Fetch Fields(*ALL) From_File(PSLMST) With_Key(#EMPNO)

・・・

LANSAでWebサービス作成 パラメーター取得

パラメーター Webサービス他システム



* JSON作成のコンポーネントを定義

Define_Com Class(#PRIM_IOC.StringWriter) Name(#StringWriter)

Define_Com Class(#PRIM_JSON.Writer) Name(#Writer) TextWriter(#StringWriter)

* JSON作成（キー LastName 値 #GIVENAME キー FirstName 値 #SURNAME）

#Writer.BeginObject

#Writer.WriteString( #GIVENAME, "LastName" )

#Writer.WriteString( #SURNAME, "FirstName" )

#Writer.EndObject

LANSAでWebサービス作成 JSON作成

JSON

Webサービス他システム



LANSAでWebサービス作成 レスポンス

レスポンス

* HTTP ステータス

#context.Response.HttpStatus := 200

* メディア タイプ

#context.Response.ContentType := "application/json“

* HTTP レスポンス ボディ

#context.Response.ContentString := #StringWriter.Text

Return

Endroutine

Webサービス他システム



LANSAでWebサービス作成 既存PGMの活用

既存システム

サーバー
モジュール

ファンクション

CL

RPG

COBOL

Webサービス
他システム

他システム

他システム



LANSAでWebサービス作成 マニュアル

Publish Web Services

https://apps.lansa.com/VL-Sample-Apps/dem/xdemow_12.html


API-Bridge

Concept
コンセプト

「様々なクラウドサービスと、

IBM i の基幹データをつなぐ架け橋」

としてAPI-Bridgeは生まれました。



Visual LANSA Connectors

既存システム

200超のサービス連携

Visual LANSA 
Connectors



DX

相互連携とDX推進

既存システム Web/各種
サービス



は
システムの継承とDXを
お手伝いします


